



































































(2) 「似通った漢字群J3（以下， r似通った漢字」と略す）79組のリスト 2枚（資料 1).
( 3 ) 「誤りの漢字群｝（資料2)（以下，「誤りの漢字J と略す） 38個のフラッシュ・カードと回
答用紙1枚（資料3).
(4) 「自由放出法」のための用紙1枚（資料4).




































































































a) 漢字の「字形Jに対する弁別力を付ける i ) 漢字の字源
b) 漢字の「字形」を分解・組み立てたり，構 j ) 記憶を促進するための特別なストーリー
視｜ 成したりする能力を付ける 聴 k) 「はねる・とめるJの定着
c) 部首に対する認識力を付ける 1 ) 漢字の記憶方法を知る
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F(l, 4)=0.93, P>,lであり，有意差はなかった． しかし，「図形化された漢字」 γ似通った漢字」
×「自由放出法」「総学習漢字」の分散分析の結果は，表9が示すように，有意であった（F(l,4)= 
211.26, pく.01).LSD法を用いた多重比較によれば，各条件の平均の大小関係は「事前く事後」








要因 s d 






333.0 4 83.3 
34.9 4 8.7 























要因 s df MS 
条件 1020.1 1 1020.1 
個人差 77.9 4 19.4 
残差 92.3 4 23.1 
























































資料 1: 「｛以通った漢字」 79組のリスト
父／校 四／西 阪／院 良／食 男／留 大／天 月／朝 校／橋
小／少 泳／漢 元／先 見／買 寺／時 留／喫 組／後 友／有
国／住 各／名 水／泳 何／休 今／分 雨／電 急／勉 木／休
音／新 年／気 何／住 外／名 高／橋 安／家 間／関 予／野
i涜／際 字／学 飲／館 文／校 好／妹 思／悪 休／楽 茶／英
店／病 参／強 タ／名 古／店 車／神 近／新 方／族 楽／習
清／泳 市／席 都／院 田／男 京／高 音／倍 去／社 習／曜
元〆院－見／読 物／家 英／映 気／毎 店／席 習／書 一考／都
五／映 土／去 来／料 東／練 図／国 写／考 木／本 理／野





漢字番号 実 験 漠 《子戸五一・ 番 τ仁ぅ二ft 
1 年 1-1 
牛














5 住 日－ 1 ／王 5 2 住 5-3 イ玉
5-4 
住
6 知 6-1 6-2 6-3 6-4 
知 知 知 知





8 校 8-1 
父






9 気 9-1 9-2 9-3 9-4 一 戸~ 岸一工丸: ヌLヌミ
1 0 聞 10-1 
間
1 1 駅 11-1 11-2 
駅駅
1 2 英 1 2 1 芙 12 2 英 12-3突 12 4映
瑛
1 3 家 13-1 
2事
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資料 3: 「誤りの漢字J の回答用紙 資料 4: 「自由放出法J のための用紙
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